
「 和 中 ・ 桐 蔭 創 立 １ ３ ０ 周 年 記 念 誌 ～ 和 中 ・ 桐 蔭 の 流 れ の 中 で ～ 」
の 発 刊 し ま し た 。
和 中 ・ 桐 蔭 卒 業 生 や 旧 教 職 員 の 先 生 方 を 中 心 に 、 和 中 ・ 桐 蔭 へ の 思
い や 忘 れ 得 ぬ 学 生 時 代 の 思 い 出 、 現 役 ・ 後 輩 に 伝 え た い こ と 等 を 熱 く
語 っ て い た だ い て お り ま す 。
体 裁 、 装 丁 等 の 概 要 は 次 の と お り で す 。

１ 体 裁

Ａ ４ 判 頁 二 段 組 み 、 縦 書 き 、 写 真 等 ８ 頁 、 全 頁 １ ７ ８ 頁

２ 内 容

(1 ) 祝 辞 ・ あ い さ つ 等 （ １ ２ 名 ）
(2 ) 和 歌 山 中 学 校 ・ 桐 蔭 高 等 学 校 沿 革 史
(3 ) 旧 職 員 の 思 い 出 ･･ ･ ･歴 代 校 長 祝 辞 (１ ２ 名 ）

先 生 方 の 思 い 出 （ １ ２ 名 ）
(4 ) 和 中 時 代 の 思 い 出 ･･和 歌 山 中 学 校 卒 業 生 の 思 い 出 (２ ２ 名 )
( 5 ) 桐 蔭 時 代 の 思 い 出 ･･桐 蔭 卒 業 生 の 思 い 出 (４ ２ 名 )
( 6 ) 桐 蔭 生 の あ ゆ み ･･ ･ ･部 活 動 の 成 果 等

３ 販 売

記 念 誌 は 、 桐 蔭 高 校 事 務 室 に て 実 費 販 売 （ １ 冊 2 , 0 0 0円 ） い た し
て お り ま す 。

、 、 、ま た 遠 隔 地 に お 住 ま い 方 で 記 念 誌 の 購 入 を 希 望 さ れ る 場 合 は
同 窓 会 員 の 方 の み を 対 象 と し て お 取 り 扱 い い た し ま す 。 桐 蔭 高 校 に
お 電 話 で 、 記 念 誌 希 望 の 旨 と お 名 前 ・ 住 所 ・ 電 話 番 号 ・ 卒 業 年 度 を
お 知 ら せ 下 さ い 。 後 ほ ど 記 念 事 業 実 行 委 員 会 事 務 局 か ら 手 続 き に つ
い て 折 り 返 し ご 連 絡 を 差 し 上 げ ま す 。

、 、 。な お 記 念 誌 は 当 初 発 行 部 数 の 範 囲 内 で の 取 り 扱 い と な り ま す
品 切 れ の 際 は 、 ご 容 赦 下 さ い 。

同 窓 会 館 に は 和 中 ・ 桐 蔭 の 歴 史 を 刻 む 記 念 写 真 や 思 い 出 の 品 々 が 展
示 さ れ て い ま す 。
和 中 ・ 桐 蔭 創 立 １ ３ ０ 周 年 を 機 に 展 示 品 の 充 実 を 図 る と と も に 、 記
念 誌 に 掲 載 し て 紹 介 し た く 存 じ ま す 。
借 用 ・ 提 供 い た だ け る 方 は 事 務 局 ま で ご 連 絡 下 さ い 。
ま た 、 心 当 た り の 同 窓 生 を ご 存 じ の 方 は 、 事 務 局 へ ご 紹 介 下 さ い 。


